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研 究 所 彙 報XI
1966.6^-1967.1
<学会および研究会報告》
※法制史学会
(66年4月29日,於一橋大学)
共通課題 「幕藩期の租税制度について」の
うち 「幕府領について」 見城 幸雄
※中古国文学会
(66年11月6日,於東洋大学)
「中古文学と所謂古筆資料」 久曽神 昇
※愛知教育大学史学研究会
(66年12月3日,於愛知教育大学)
「古代の東三河について」 歌川 学
※愛知大学綜合郷土研究所公開研究報告会
(66年12月10日,於愛知大学)
「入会権の成立に関する一考察
一 勢州三電郡菰野村共有山林の研究一 」
森 靖雄
「東三河の郷について」 歌川 学
〈現地 調査〉
(A)西ヨー ロ ッパ諸方言の言語 類型学的研究
66年4月～9月,堀 井所 員は アテネ ・ロー
マ ・フィレンツェ ・ジュネー ヴ ・パ リ ・シャ
ル トル ・プロワ ・オル レアン ・ス トラズブー
ル ・マ ドリッ ド・バル セロナ ・その他 の各地
をまわ り,方 言資料を蒐集 した。
(B)禅宗 教団の発展 に関す る基礎的研究
66年6月～12月,鈴 木泰所員 は東京教育大
学 芳賀幸 四郎教授 らとの共同研究の一環 と し
て,の べ19日間にわた り美濃 ・大和 ・駿河 ・
遠江 ・伊豆 ・相模 ・三河の禅宗寺院23力寺 を
調 査 した。各寺院では寺院本末関係 ・世代法
系 図 ・教 団機構関係文 書の採訪 ・撮影を おこ
な ったが,所 期の 目的のほか,足 柄山 中の最
乗寺 に於 て天狗 信仰 に発 す る鎮 火祭 の資料,
同久翁寺 に於 て温州みかん栽培に関す る近世
初期史料など,副 次的な資料の発見も多かっ
た。なおこの調査の一部には歌川所員も参加
した。
(C)万葉地理に関す る現地調査
66年6月～12月,夏目所員は静岡県 引佐郡
下の万葉遺跡 「乎那の峰」 「吾跡川」両地を
確認するため,同 郡三ケ日町下尾奈地内浅間
山 ・同郡細江町大字呉石 と跡川を数回にわた
って踏査'した。その結果,浅 間山が 「乎那の
峰」である事を推定 し,呉石川が 「吾跡川」
である事を推定 した。
(D)白川村大家族制に関す る資料 ・聞取調査
66年7月13～19日,森所員は本学玉城肇教
授およびスタンフォー ド大学Befu助教授 と
共に高山市 と白川村を歴訪 し,岐阜県大野郡
白川村における大家族制成立に関する資料採
訪と聞取 り調査をおこなった。調査成果の一
部はBefu助教授により,太平洋学術会議に
おいて報告された。
⑭ 志摩漁村の構造 と変容にかんする研究
66年7月14～17日・同28～30日・8月24～27
日,川越 ・島本 ・後藤 ・牧野 ・中田各所員は
愛知大学文学部学生(社 会学科)の べ30名と
共に,そ れぞれ三重県志摩郡大王町船越 ・三
重県庁 ・志摩郡浜島町浜島を調査 し,漁業 ・
村落 ・家族などに関する諸資料を蒐集 した。
なおこの調査の一部には森所員も参加 した。
調査成果については,別 項 く著書 ・論文〉の
うち,中 田実 ・牧野由朗所員の項参照。
(F)愛知県常滑窯業調査
66年7月25～31日,森所員は昨年にひきつ
づき本学玉城肇教授や経済史研究会の卒業生
ら12名と共に,愛 知県常滑市における窯業の
発展史に関する調査をおこなった。調査成果
の一部は同研究会か ら 「明治期における常滑
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窯業の発展 一 上管の生産を中心にして一 」
にまとめて発表 された。
(G)愛知県 日間賀島における家族慣行調査
66年8月1～5日,森所員は本学黒木三郎
教授や本学法学部学生 ・早稲田大学大学院法
学研究生 ら32名と共に,愛 知県知多郡南知多
町日間賀島における,婚 姻慣行と若者宿慣行
を中心とした家族慣行調査をおこなった。調
査成果は本学黒木ゼ ミナール有志学生諸君の
手でまとめられ,冊 子 「調査報告 一一日間賀
島現存の人々にみた婚姻慣行等に関する実態調査
より一 」が発行された。
(H)愛知県新城地区史料調査
66年8月11～13日,本研究所では三河地区
総合基礎調査の一環として,新 城市西 ・東杉
山地区の史料採訪をおこなった。調査には,
久曽神 ・歌川 ・浅若 ・夏目・榊原 ・森所員ほ
か2名 が参加し,旧新城藩主家 ・各村庄屋な
どの近世文書類を目録に収あ,こ のうち主要
な文書約1700駒分はマイクロ化して研究所資
料室へ収めた。
(1)愛知県御津町御馬区有文書採訪
66年8.月31日～9月3日,歌 川 ・森所員は
本学文学部古瀬吉秀副手や同史学科生60名と
共に,旧天領であった宝飯郡御津町御馬区有
文書を調査 し分類 ・整理したうえ,地 方支配
と貢租に関する史料を中心に約1000点を筆写
またはマイクロ撮影 した。蒐集資料は,目 下
史学研究室において整理しつつある。
(」)宝飯地方史跡調査
66年12月26日,歌川所員は他の研究者3名
と共に,蒲郡市と宝飯郡御津町附近の史跡向
坂城 ・その他を調査 した。
(K)遠江平安初期遣跡調査
67年1月6日,夏目所員は静岡県引佐郡三
ケ日町遺跡保存区域設定のため,町 文化財専
門委員と共に同町大字只木国有林内の幡教 与
趾および同町大字宇志 ・大里町有林内の大里
瓦塔遺跡を調査 した。幡教寺趾では新たに礎
石を発見 し,瓦塔遺跡では石階遺構の区域を
確認 した。
(L)半田市近世史料調査
66年6月～67年1月の間11回にわたり,森
所員は半皿市内および都内徳川林政史研究所
・文部省史料館などを調査 し,同市に関する
近ft史料を採訪 した。蒐集資料のうち旧乙川
村地方文 許を 「半田市誌 資料編GE)」に収
録 し,今秋刊行する予定。
《著書 ・論文〉(「 」は著Fll:,「」は論文)
○歌川学所員
「郷帳より見た鳥羽藩領」愛知大学文学論叢
開学201」年記念特輯(66年11月)
○久曽神昇所 一,11
「建礼門院仮名消息」かな研究(66年7刀)
「三河文献集成 ⊥世編』宝飯地方史料刊行
会(66年8月)
「三河文献集成 中世編』宝飯地方史料刊行
会(66年9月)
「伝西行筆小大君集」かな研究(66年10刀)
「小大君集の研究」愛知大学文学論叢開学20
周年記念特輯(66年ll月)
「法文百首切」かな研究(67年1月)
○見城幸雄所員
「頼納禁制について」愛知大学20周年記念論
文集 ・法政編(66年11月)
○鈴木泰山所員
「日本初期禅宗教団の成立とその宗風(第 二
回)」 愛知大学文学論叢開学20周年記念特輯
(66年11月)
○鈴木巾正所員
「清 ・越南(ビェトナム)関係の成立」愛知大
学文学論叢開学20周年紀念特輯(66年11月)
○中田実所員
「戦後における真珠養殖業の発展と沿岸漁村
の変容 一 三電県志摩郡大王町船越一 」愛知
大学文学論叢開学20周年記念特輯(66年ll月)
○夏目隆文所Ial1
「万葉集 「乎那の峰」考 万葉地理研究(4)」
美夫君志(印 刷中)
○堀井令以知所員
rtesemploisdelanegationexpletive
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Annuario1皿,Roma(66年6月)
「ホメー ロスにお ける飲食を意味す る語彙 に
ついて」愛知大学文学論叢開学20周年 記念特
輯(66年11月)
○牧野由朗所員
「漁場紛争の性格 と漁業組合 の変容 一 志摩
漁村立神の場合一 」愛知大学文学.a,riliN叢開学20
周年,i己念特輯(66年11月)
○森靖雄所員
「勢 州菰 野山林史」(印 刷中)
〈昭和41年度研究所組織〉
所 長
所 員
久曽神 昇
浅若 晃
川越 淳二
見城 幸雄
近藤 恒次
榊原惇一郎
島本彦次郎
鈴木il」【1:
歌川 学
久曽神 昇
後藤 和夫
近藤 俊夫
佐々木忠夫
鈴木 泰iil
中島 巌
中田 実 夏 目 隆文
中出 惇 堀井令以知
牧野 由朗 森 靖雄
運営委員(庶務)堀井令以知
(企画)島本彦次郎
(資料)歌川 学
(編集)川越 淳二
幹事 ・講師 森 靖雄
算務嘱託 伴 佳子
<所員会議>
66年6月11日所員会議を開催。昭和40年度
決算報告を承認 し,昭和41年度予算案を決定
した。また,研究所活動を強化するため,新
たに近藤俊夫研究員を委嘱し,所員研究会開
催を決定 した。さらに所員間の連絡を密にす
るため,本 年6月1日 以来 「郷土研所内報」
(不定期)を 発行 しはじめた。
任期満了にともなう所長改選の結果,久 曽
神昇前所長が再選 された。
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